




表 1 適合規格について 

規格名 回答数 
(複数選択可）

CISPR   20 

VCCI   10 

EN規格(CE) 10 

UL規格   10 

RoHS指令   5 

JIS   2 

IEEE   2 
電気用品安全法

(PSE)  2 

ISO 1 

電波法   1 

電気製品認証協議会(S) 1 

その他   3 
注）CISPR：Comite international Special des 

Perturbations Radioelectriques 
(国際無線障害特別委員会) 

VCCI :Voluntary Control Council for 
Interference by Information 
Technology Equipment（情報処理
装置等電波障害自主規制協議会） 

EN規格:European Norm（欧州規格） 
UL規格:Underwriters Laboratories Inc. 

(アメリカ保険業者安全試験所) 
RoHS 指令 :Restriction of the Use of 

CertainHazardous Substances in 
Electrical and Electronic 
Equipment（EU有害物質規制） 

IEEE :The Institute of Electrical and 
Electronics Engineers inc.   

   （アメリカ電気・電子学会） 

 

３．３ 使用ソフトについて 

質問 4 貴社の最近の関心あるまたは担当してい 
るソフトについて選んでください． 
（複数選択可） 

回答結果について図 5に示す． 
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図 5 使用ソフト 
 

各社とも様々なソフトを導入して機器の設計等

を行っているが，特にプリント基板の配線設計ソ

フト，CAD/CAM/CAE，電子回路シミュレーショ
ンソフトの導入が多くなっている．これらのソフ

トは回路設計には欠かせないものとなり，ほとん

どの企業で導入されている．次いでや電磁界や流

体,熱などのシミュレーションソフトの順になっ

ている．特に電磁界，流体などのシミュレーショ

ンソフトは近年の回路の高集積化や高速化に伴う

電磁妨害対策や放熱対策などを検討するため導入

する企業が増加している．しかしこれらのソフト

はプリント配線設計ソフトや電子回路シミュレー

ションソフトと比較し価格が高額なものが多く，

また正確な結果を得るためには高スペックなハー

ドウェアが必要となり導入するためには初期費用

が必要となる．また導入後の運用においても各種

パラメータ設定やモデル構築方法により多様な結

果が得られる可能性もあり，導入費用に対する効

果が見えにくい部分がある．しかし，今後，高周

波化や高集積化が進むにつれて，回路相互間の電

磁的影響や誤動作防止などのノイズ対策の必要性

から，これらのソフトが重要になってくるものと

思われる． 
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３．４ ホームページについて 

質問 5 工業研究部のホームページ（以下 HP） 
をご存じですか。ご存じの方はどの程度 
参照しますか． 

回答結果を表 2に示す． 
  表 2 HP参照回数 

参照回数 回答数 

（割合%）
知っておりよく参照する． 

（週 1 回以上）  
0 

(0%) 
知っているがあまり参照しない． 

（月 1 回程度）  
27 

(63％) 
知っているがほとんど参照しない． 8 

(19％) 
知らない. 8 

(19％) 
 

ほとんどの企業(81％)は工業研究部の HP の存
在を知っているが、参照は 1 ヶ月に 1 回程度
(63％)やほとんど参照しない(19％)という結果で
あった。参照内容については，開放機器に関する

情報が多く開放機器の検索および料金に関するこ

とが多かったが，中には以下の意見が得られた。 

・新技術情報の入手 

・工業研究部の研究内容について 

質問 6 どのような内容があれば HPを参照しま 
すか． 

という質問については、意見が得られた。 

・試験例に応じた開放機器選択や使用例の紹介 

・開放機器の予約状況確認 

・開放機器のネット上の予約 

・最新の注目技術の紹介や説明 

 

３．５ 聞き取り調査結果の考察 

1 次調査にて回答のあった企業の中から，実際
に 10 社企業に訪問を行い詳細な聞き取り調査を
実施した．聞き取り調査の結果から以下の意見が

得られた。 

・企業の事業形態は変化しており，生産は海外（中

国，東南アジアなど）で行っており，日本国内

では製品開発や検査など高度な技術分野のみを

行っている． 

・開発部門においては新製品の開発から海外の生

産ラインの立ち上げまで一貫して開発担当が行

うことが多くなり，開発部門の負担が大きくな

っている． 

・製品ライフサイクルも短くなり，技術の高度化

や専門化の進展により開発担当の個人の能力向

上も求められてきている． 

・新入社員を OJT で教育しても自社開発分野の
能力向上は図れるが，電子関係の幅広い知識な

どを身につけることが難しく工業研究部におい

て新人向けの電子回路セミナーを企画していた

だければぜひ参加したい． 

・三重県の南部地域は大都市圏から遠く最新の情

報が入手しにくく，工業研究部がアナウンスな

ども行ってほしい． 

・工業研究部と共同で新製品開発を行うというよ

りも，顧客のニーズや元受企業に対応して新製

品の開発を行い，自社得意技術で対応可能や利

益が得られそうな製品について製品開発を行っ

ている． 

・まったく新しい製品や技術を検討することにつ

いて興味があるが，現状の体制では開発をする

ための人材・資金・設備などを割り当てること

が難しい． 

・工業研究部に対する要望は新製品を開発すると

いうより，自社が開発している製品が各種規格

に対応するためのサポートや規格書の充実，人

材育成のためのセミナーなどを開催して欲しい． 

これらの意見から，電子機器分野について工業

研究部には求められる意見をまとめると，共同で

全く新しい製品を開発するというより自社で現在

開発を行っている製品が規格に適合するための技

術サポートや規格の充実および情報提供や技術開

発セミナー開催などの人材育成が求められている

と考えられる． 

 

４ まとめ 

県内電子機器産業における事業形態や製品など

について調査し，企業の特色について把握するこ

とができた．県内企業は元請企業や特定の顧客か

ら受注する事業形態が多く，製品出荷先について

は国内向けと国外向けが同程度で国外出荷先は多

岐に渡っているのがよく見て取れた．製造部門を

海外で行い開発や検査のみを国内で行っている事

業所も多く，コスト競争下で人材削減など厳しい

環境におかれていることも分かった． 

また工業研究部に対する技術ニーズを見出すた
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めにアンケート結果の分析や聞き取り調査を行っ

たところ，工業研究部に対する要望について開放

機器整備などハード面の充実を求める意見と，若

手新入社員向け電子回路セミナーや EMC 規格解
説セミナーなど企業の人材育成を求めるソフト面

の充実を求める意見が多く寄せられた．また出荷

先が多岐にわたるため各規格書の配備や電波暗室

を利用したノイズ対策の技術支援についても要望

があり，これらの貴重な意見を利用して県内企業

の支援に生かせられるような研究や技術支援を行

っていくことが今後必要と考えられる． 
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